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(54)【発明の名称】 液晶表示装置および液晶駆動方法

(57)【要約】
【課題】液晶の応答速度を１フレーム以下に高速化可能
な液晶駆動方法と、この方法を用いた高画質、低価格な
液晶表示装置を提供する。
【解決手段】従来駆動している１フレームを２つのフィ
ールドに分割して２倍速駆動で駆動すると共に、第１の
フィールドでは予め定めた変換方法により表示データを
補正し補正表示データを算出し該補正表示データにより
駆動し、第２のフィールドでは上記データ変換を行わな
い表示データにより駆動することで、第１のフィールド
では表示オフから変換した表示データに応じた輝度（目
標到達輝度）まで応答変化し、第２のフィールドではそ
の目標到達輝度を保持する応答を可能とし、さらに、入
力する表示データの解像度を液晶パネルの解像度に対応
してラインを拡大して表示する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】複数の信号線と複数の走査線とを有する液
晶パネルと、液晶表示データに応じた表示電圧を該信号
線に与える信号ドライバ回路と、該走査線に走査指示信
号を与える走査ドライバ回路と、外部から供給される表
示制御信号（入力制御信号）及び表示データ（入力表示
データ）を該信号ドライバ回路及び走査ドライバ回路を
駆動するための液晶制御信号及び液晶表示データに変換
する液晶制御回路とを備える液晶表示装置において、
前記液晶制御回路は、前記入力表示データを予め定めた
変換方法で変換して補正液晶表示データを出力する表示
データ変換手段を具備し、
前記入力制御信号の１周期分の時間である１フレーム期
間をＮ分割し（Ｎは２以上の整数、１分割期間をフィー
ルドとする）、
前記１フレーム期間に含まれるＮフィールド中には、前
記表示データ変換手段で変換処理された補正液晶表示デ
ータで駆動するフィールドと、前記表示データ変換手段
で変換処理されない液晶表示データで駆動するフィール
ドとが含まれていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】請求項１に記載の液晶表示装置において、
前記液晶制御回路は、
出力する前記液晶制御信号を前記入力制御信号のＬ倍速
（Ｌは２以上の整数でＮ以下）に変換する制御信号変換
手段と、
前記入力表示データを、該入力表示データに対しＬ倍速
の前記液晶表示データに変換する表示データ変換手段と
をさらに備えることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】請求項１に記載の液晶表示装置において、
前記入力制御信号および入力表示データが、外部から供
給されるインターレース映像信号に基づく場合、
前記１フレーム期間の奇数および偶数フィールドの各々
をＮ分割し（１分割期間をサブフィールドとする）、
前記奇数フィールドに含まれるＮサブフィールド中に
は、奇数ラインについて、前記表示データ変換手段で変
換処理された補正液晶表示データで駆動するフィールド
と、液晶駆動を行わないフィールドとが含まれ、
前記偶数フィールドに含まれるＮサブフィールド中に
は、偶数ラインについて、前記表示データ変換手段で変
換処理された補正液晶表示データで駆動するフィールド
と、液晶駆動を行わないフィールドとが含まれているこ
とを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】請求項１～３のいずれかに記載の液晶表示
装置において前記走査ドライバ回路は、複数の走査ライ
ンを同時に選択可能な構成を有することを特徴とする液
晶表示装置。
【請求項５】複数の信号線と複数の走査線を有する液晶
パネルの駆動方法において、
１画面を表示するための１周期分の時間である１フレー
ム期間をＮ分割し（Ｎは２以上の整数、１分割期間をフ
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ィールドとする）、
前記走査線には走査選択信号をＬ倍速（Ｌは２以上の整
数でＮ以下）で与え、
前記信号線には、Ｍフィールド（Ｍは整数でＭ＜Ｎ）で
は入力表示データに対しＬ倍速の、予め設定した変換関
係により変換した補正液晶表示データに対応した表示電
圧を与え、Ｊフィールド（Ｊは整数で（Ｎ－Ｍ）以下）
では入力表示データに対応した表示電圧を与えることを
特徴とする液晶駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示装置及び
その駆動方法に係り、特にアクティブマトリクス型液晶
表示装置において、動画を高画質で表示可能な液晶表示
装置駆動方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】アクティブマトリクス型液晶表示装置で
あるＴＦＴ液晶ディスプレイは、低消費電力、薄型、軽
量に加え、目に優しいという特徴から、ノートパソコン
等の情報機器の表示装置として広く採用されている。し
かし、近年のマルチメディア化に伴い、液晶ディスプレ
イの画面上でテレビ画像やディジタルビデオディスク
（ＤＶＤ）の再生等の動画を表示した場合、中間階調表
示に対する応答速度が遅いために残像が発生し、表示特
性が劣化してしまう。このため、ＴＦＴ液晶ディスプレ
イをマルチメディア対応化するにあたり、これらの問題
点を解決することが課題となっている。
【０００３】液晶表示装置の動画対応化における課題の
一つとして、液晶応答速度の高速化があげられる。通常
広く用いられている液晶を用いた液晶表示装置では、液
晶材料の応答速度が表示信号のフレーム周期に対して同
等、または遅い。このため、動画表示に対しては、残像
や動画ボケ等が発生し、十分な表示性能が得られていな
い。例えば、図２に示すように、円形のマーク（図中表
示例）が液晶表示画面上を移動するような動画表示の場
合には、図中Ａ点における液晶の表示輝度（右下チャー
ト）は、与えられた表示データ（右上チャート）に対し
て時間的に遅れるため、高品質の動画表示が困難とな
る。
【０００４】このような課題に対して、特開平１１－４
４８７４号公報には、表示信号の変化を強調する信号を
表示信号に重畳して応答速度を改善する駆動方法の一例
が開示されている、
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】上記従来技術の駆動方
法によれば、液晶の応答速度は改善されるものの、１フ
レーム期間強調する信号は一定であり１フレーム毎の制
御を前提としている。このため、応答速度の高速化が十
分ではなく、１フレーム周期以下に応答速度を高速化す
ることはできなかった。
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【０００６】また、上記従来技術の方法では１フレーム
周期以下に応答速度を高速化することができないため、
液晶材料の高速化が進み応答速度がフレーム周期と同等
となった場合でも、上記従来技術の駆動方法を用いると
応答速度が逆に遅くなり画質を改善することはできなか
った。
【０００７】また、液晶材料、液晶パネル構造の改善に
よる液晶応答速度の高速化を図ることが、液晶パネルの
製造歩留まりを低下させる要因の一つとなっている。
【０００８】本発明は上述したような課題を考慮してな
されたもので、その目的は、液晶の応答速度を１フレー
ム周期以下とすることが可能な液晶駆動方法と、この方
法を用いた低コストで製造可能な高画質の液晶表示装置
とを提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に本発明は、複数の信号線と複数の走査線とを有する液
晶パネルと、液晶表示データに応じた表示電圧を該信号
線に与える信号ドライバ回路と、該走査線に走査指示信
号を与える走査ドライバ回路と、外部から供給される表
示制御信号（入力制御信号）及び表示データ（入力表示
データ）を該信号ドライバ回路及び走査ドライバ回路を
駆動するための液晶制御信号及び液晶表示データに変換
する液晶制御回路とを備える液晶表示装置において、前
記液晶制御回路に、前記入力表示データを予め定めた変
換方法で変換して補正液晶表示データを出力する表示デ
ータ変換手段を設け、前記入力制御信号の１周期分の時
間である１フレーム期間をＮ分割し（Ｎは２以上の整
数、１分割期間をフィールドとする）、前記１フレーム
期間に含まれるＮフィールド中には、前記表示データ変
換手段で変換処理された補正液晶表示データで駆動する
フィールドと、前記表示データ変換手段で変換処理され
ない液晶表示データで駆動するフィールドとが含まれて
いることを特徴とする。
【００１０】また、上記本発明の液晶表示装置では、前
記液晶制御回路に、出力する前記液晶制御信号を前記入
力制御信号のＬ倍速（Ｌは２以上の整数でＮ以下）に変
換する制御信号変換手段と、前記入力表示データを、該
入力表示データに対しＬ倍速の前記液晶表示データに変
換する表示データ変換手段とをさらに備える構成とする
ことが好ましい。
【００１１】また、上記本発明の液晶表示装置では、前
記入力制御信号および入力表示データが、外部から供給
されるインターレース映像信号に基づく場合、前記１フ
レーム期間の奇数および偶数フィールドの各々をＮ分割
し（１分割期間をサブフィールドとする）、前記奇数
（偶数）フィールドに含まれるＮサブフィールド中に
は、奇数（偶数）ラインについて、前記表示データ変換
手段で変換処理された補正液晶表示データで駆動するフ
ィールドと、液晶駆動を行わないフィールドとが含まれ
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ている構成とすることがより好ましい。
【００１２】また、上記本発明の液晶表示装置では、前
記入力表示データの１ラインデータを前記液晶パネルの
複数ラインに表示するために、前記走査ドライバ回路が
複数の走査ラインを同時に選択可能な構成を有する構成
としても良い。
【００１３】また、上記目的を達成するために本発明
は、複数の信号線と複数の走査線を有する液晶パネルの
駆動方法において、１画面を表示するための１周期分の
時間である１フレーム期間をＮ分割し（Ｎは２以上の整
数、１分割期間をフィールドとする）、前記走査線には
走査選択信号をＬ倍速（Ｌは２以上の整数でＮ以下）で
与え、前記信号線には、Ｍフィールド（Ｍは整数でＭ＜
Ｎ）では入力表示データに対しＬ倍速の、予め設定した
変換関係により変換した補正液晶表示データに対応した
表示電圧を与え、Ｊフィールド（Ｊは整数で（Ｎ－Ｍ）
以下）では入力表示データに対応した表示電圧を与える
ことを特徴とする。
【００１４】
【発明の実施の形態】本発明では、液晶の輝度応答を高
速化するために、１フレームを時間的に複数に分割し、
例えば、第１の分割期間（第１のフィールド）で表示オ
フから、予め変換した補正液晶表示データに応じた輝度
（目標到達輝度）まで応答変化し、第２の分割期間（第
２のフィールド）でその目標到達輝度を表示するよう制
御する。
【００１５】また、液晶表示装置は、パーソナルコンピ
ュータ等からの表示信号を受けて表示を行うことが多い
が、このような表示信号は、ＮＴＳＣ信号のようなテレ
ビジョン信号とは解像度が異なる。このため、主に動画
表示が行われるテレビジョン装置において、ＣＲＴ表示
装置の代わりに液晶表示装置を用いるには、これら解像
度の異なる表示信号を同じように表示するための解像度
の変換手段が必要になる。
【００１６】本発明では、上述したような解像度の変換
手段として、複数走査ラインを同時に選択できるよう走
査ドライバを制御する構成とした。このような構成によ
れば、入力する表示データの解像度を液晶パネルの解像
度に対応してラインを拡大して表示することが可能とな
る。
【００１７】本発明の主な実施態様は以下のとおりであ
る。
【００１８】本発明は、その一実施態様において、互い
に直交して配置された複数の信号線と複数の走査線を有
する液晶パネルと、液晶表示データに応じた表示電圧を
書き込み信号により該信号線に与える信号ドライバ回路
と、先頭ライン信号を走査ライン信号により取り込んで
順次、該走査線に走査指示信号を与える走査ドライバ回
路と、パーソナルコンピュータなどから供給される表示
制御信号（入力制御信号）及び表示データ（入力表示デ
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ータ）を該信号ドライバ回路及び走査ドライバ回路を駆
動するための液晶制御信号及び液晶表示データに変換す
る液晶制御回路により構成する液晶表示装置において、
入力制御信号の１周期分の時間である１フレーム期間を
Ｎ分割し（Ｎは２以上の整数であり、１分割期間を１フ
ィールドとする）、液晶制御回路に表示データ格納回路
および表示データ変換回路を設け、出力する液晶制御信
号を入力制御信号のＬ倍速（Ｌは２以上の整数、但しＬ
はＮ以下）に変換し、Ｍフィールド（Ｍは整数、但しＭ
＜Ｎ）では、該表示データ格納回路を用いて入力表示デ
ータに対しＮ倍速の液晶表示データに変換し、さらに該
表示データ変換回路によりそのデータを予め設定した変
換関係を用いて補正液晶表示データに変換し、残りのＪ
フィールド（Ｊは整数、但しＪは（Ｎ－Ｍ）以下）で
は、入力表示データを変換せずそのまま液晶表示データ
として出力するものとし、該液晶制御信号及び液晶表示
データにより表示を行うことを特徴とする。
【００１９】また、本発明の液晶表示装置は、他の実施
態様において、１フレーム期間を２分割し（１分割期間
を１フィールドとする）、液晶制御回路に表示データ格
納回路および表示データ変換回路を設け、出力する液晶
制御信号を入力制御信号の２倍速に変換し、第１フィー
ルドでは該表示データ格納回路を用いて入力表示データ
に対し２倍速の液晶表示データに変換し、さらに該表示
データ変換回路によりそのデータを予め設定した変換関
係により補正液晶表示データに変換し、第２フィールド
では入力表示データを変換せずそのまま液晶表示データ
として出力することを特徴とする。
【００２０】また、本発明の液晶表示装置は、他の実施
態様において、１フレーム期間を３分割し（１分割期間
を１フィールドとする）、液晶制御回路に表示データ格
納回路および表示データ変換回路を設け、出力する液晶
制御信号を入力制御信号の２倍速に変換し、第１フィー
ルドでは該表示データ格納回路を用いて入力表示データ
に対し２倍速の液晶表示データに変換し、さらに該表示
データ変換回路によりそのデータを予め設定した変換関
係により補正液晶表示データに変換し、第２フィールド
では入力表示データを変換せずそのまま液晶表示データ
として出力し、第３フィールドでは液晶駆動を行わない
ようにすることを特徴とする。
【００２１】また、本発明の液晶表示装置は、他の実施
態様において、ＮＴＳＣなどのインターレース映像信号
から供給される表示制御信号（入力制御信号）及び表示
データ（入力表示データ）を受け付けるものであって、
奇数表示ラインが供給される奇数フィールド及び偶数表
示ラインが供給される偶数フィールドのそれぞれの期間
をＮ分割し（Ｎは２以上の整数であり、１分割期間をサ
ブフィールドとする）、液晶制御回路に表示データ格納
回路および表示データ変換回路を設けることを特徴とす
る。
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【００２２】さらに、上記インターレース映像信号を受
け付ける本発明の液晶表示装置では、上記奇数（偶数）
フィールドにおいて、奇数（偶数）ラインの表示データ
は、出力する液晶制御信号を入力制御信号のＮ倍速に変
換し、Ｍサブフィールド（Ｍは整数でＭ＜Ｎ）では該表
示データ格納回路を用いて入力表示データに対してＮ倍
速の液晶表示データに変換し、さらに該表示データ変換
回路によりそのデータに予め設定した変換関係により補
正液晶表示データに変換し、Ｊサブフィールド（Ｊは整
数で（Ｎ－Ｍ）以下）では液晶駆動を行わないものと
し、偶数（奇数）ラインの表示データは、出力する液晶
制御信号を入力制御信号のＮ倍速に変換し、該表示デー
タ格納回路を用いてＭサブフィールド（Ｍは整数でＭ＜
Ｎ）では入力表示データに対してＮ倍速の液晶表示デー
タに変換し、入力表示データを変換せずそのまま液晶表
示データとして出力し、残りの（Ｎ－Ｍ）サブフィール
ドでは液晶駆動を行わないものとすることがより好まし
い。
【００２３】また、本発明の液晶表示装置は、他の実施
態様において、ＮＴＳＣなどのインターレース映像信号
から供給される表示制御信号（入力制御信号）及び表示
データ（入力表示データ）を受け付けるものであって、
奇数フィールド及び偶数フィールドのそれぞれの期間を
３分割し（１分割期間をサブフィールドとする）、液晶
制御回路に表示データ格納回路および表示データ変換回
路を設ける。
【００２４】ここで、上記奇数（偶数）フィールドにお
いて、奇数（偶数）ラインの表示データは、出力する液
晶制御信号を入力制御信号の３倍速に変換し、１サブフ
ィールドでは入力表示データに対して３倍速の液晶表示
データに変換し、さらにそのデータに予め設定した変換
関係により補正液晶表示データに変換し、１フィールド
では入力表示データを変換せずそのまま液晶表示データ
として出力し、残りの１フィールドでは駆動しないもの
とし、偶数（奇数）ラインの表示データは、出力する液
晶制御信号を入力制御信号の３倍速に変換し、１サブフ
ィールドでは入力表示データに対して３倍速の液晶表示
データに変換し、入力表示データを変換せずそのまま液
晶表示データとして出力し、残りの２フィールドでは液
晶駆動を行わないものとする。
【００２５】なお、上記各実施態様における本発明の液
晶表示装置においては、走査ドライバ回路が複数の走査
ラインを同時に選択し、入力表示データの１ラインデー
タを前記液晶パネルの複数ラインに表示する構成として
も良い。
【００２６】また、本発明は、他の実施態様において、
複数の信号線と複数の走査線とを有し、該信号線には液
晶表示データに応じた表示電圧を与え、一方該走査線に
は先頭ラインから順次、走査指示信号を与えて、表示を
行う液晶駆動方法において、１画面を表示するための１
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7
周期分の時間である１フレーム期間をＮ分割し（Ｎは整
数であり、この分割した１期間をフィールドとする）、
前記走査線には走査選択信号をＮ倍速で与え、前記信号
線にはＭフィールド（Ｍ整数でＭ＜Ｎ）では入力表示デ
ータに対しＮ倍速の、予め設定した変換関係により変換
した補正液晶表示データに対応した表示電圧を与え、Ｊ
フィールド（Ｊは整数で（Ｎ－Ｍ）以下）では入力表示
データに対応した表示電圧を与えることで、表示を行う
ことを特徴とする。
【００２７】（第１の実施形態）以下、本発明の第１の
実施形態を図１から図１４を用いて説明する。第１の実
施形態は、液晶の応答速度が１フィールド期間よりも遅
い場合において好適な実施形態であり、従来駆動してい
る１フレームを２つのフィールドに分割して、２倍速で
駆動するものである。
【００２８】本実施形態においては、液晶が１フィール
ド期間で応答しきれないものと想定し、図１に示すよう
に、分割された第１のフィールド（フィールド１）では
与えられた階調データを補正したデータに変換し、この
補正表示データにより駆動する。そして、第２のフィー
ルド（フィールド２）では与えられた階調表示データそ
のものにより駆動する。
【００２９】本実施形態の駆動方法によれば、第１のフ
ィールドでは表示データに応じた輝度（目標到達輝度）
まで応答変化させ、第２のフィールドでは表示データに
応じた輝度（目的到達輝度）の表示を維持することがで
きるため、液晶輝度応答の高速化を実現することが可能
となる。
【００３０】尚、以下の説明ではノーマリー黒表示モー
ドの液晶パネルで説明する。このため、表示オフデータ
は黒データ、表示オンデータが白表示に相当する。
【００３１】さらに、本実施形態では、解像度ＶＧＡ
（６４０×４８０ドット）の表示データを解像度ＸＧＡ
（１０２４×７６８ドット）の液晶パネルへの拡大表示
を同時に実現する。このような解像度の変換機能を設け
ることにより、主に動画表示が行われるテレビジョンシ
ステムにおいて、ＣＲＴ表示装置の代わりに解像度が異
なる液晶表示装置を用いることが可能となる。
【００３２】本実施形態における液晶表示装置の構成例
を図３に示す。本実施形態の液晶表示装置１００は、パ
ーソナルコンピュータやテレビジョン信号受信装置など
の表示信号源から供給される表示制御信号（１２０及び
１２１）により駆動するもので、ＴＦＴ液晶パネル１０
１、ＴＦＴ液晶パネル１０１の信号線に表示データに応
じた電圧を与えるデータ（信号）ドライバ１０２、ＴＦ
Ｔ液晶パネル１０１のゲート線に走査信号に応じた電圧
を与える走査ドライバ１０３－１及び１０３－２、上記
表示信号源から供給される表示制御信号を液晶表示用の
駆動信号に変換する液晶タイミングコントローラ１０
４、及び、表示データ処理用のメモリ回路１０５を備え
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る。メモリ回路１０５は、１０８、１０９をポート１、
１１０、１１１をポート２とし、ポート１とポート２は
独立して書き込みと読み出しが行えるものである。
【００３３】ここで、ＴＦＴ液晶パネル１０１は１フィ
ールド期間（８ms～９ms程度）よりも応答速度が遅いも
のであり、その応答速度は例えば１６ｍｓから十数ｍｓ
程度とする。また、以下の説明において、サフィックス
－１、－２等を省略する場合はその記号を総称して示す
ものとする。
【００３４】また、図３において、１２０は表示制御信
号群（ＶＳＹＮＣ、ＨＳＹＮＣ、ＤＴＭＧ，ＤＯＴＣＬ
Ｋなど）、１２１は入力表示データ（ＩＮＤａｔａ）、
１０６は液晶表示データ（ＯＵＴｄａｔａ）、１０７は
データドライバ駆動信号群、ＣＬ３は走査ドライバクロ
ック、ＦＬＭ－１、ＦＬＭ－２は走査スタート信号、Ｄ
ＯＦＦ－１、ＤＯＦＦ－２は選択マスク制御信号、１０
８、１１０はフレームメモリ制御信号群、１０９、１１
１はメモリ回路の表示データ（ＦＭｄａｔａ）である。
【００３５】液晶タイミングコントローラ１０４は、デ
ータ変換回路１３０を備え、供給される表示データＩＮ
ｄａｔａを受け取り、２つのポートがあるメモリ回路１
０５のいずれかのポートに１フレーム分の表示データＩ
ＮＤａｔａを書き込み、１フレームを２分割した前半の
期間（フィールド１）で書き込み速度の２倍の速度で書
き込みを行っていないもう１つのポートから表示データ
の読み出しを行う。
【００３６】なお、本実施形態では１フレームを２分割
する場合には時間的期間を等分に分けるものとするが、
以下に説明するような作用効果の達成を妨げないもので
あれば、後述する実施形態で説明するように等分に分割
しない構成としても良い。
【００３７】メモリ回路１０５から読み出した表示デー
タのうち、フィールド１の期間に対応する表示データに
ついては、予め設定した方法によりデータ変換回路１３
０にて変換処理を行う。データ変換処理された表示デー
タは、信号ドライバ（データドライバ）１０２へ供給し
（ＯＵＴｄａｔａ）、液晶パネル１０１を表示させる。
１フレームを２分割した後半の期間（フィールド２）で
は、メモリ回路１０５から読み出した表示データをその
まま、データドライバ１０２に供給し、液晶パネル１０
１に表示させる。
【００３８】走査ドライバ１０７－１、１０７－２に
は、入力の水平同期信号ＨＳＹＮＣの２倍速の信号であ
る走査クロックＣＬ３が供給され、液晶駆動用の垂直同
期信号ＦＬＭ－１、ＦＬＭ－２は１フィールド周期（入
力フレーム周期の１／２）の信号が供給される。また、
データドライバ１０２には、入力の水平同期信号ＨＳＹ
ＮＣの２倍速の信号であるデータ水平クロックＣＬ１が
供給される。本実施形態の液晶表示装置の動作の詳細
を、図４、図５のタイミング図を用いて説明する。
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9
【００３９】本実施形態では、図４に示すように、１フ
レームを２つのフィールドに分け、前半のフィールド１
では走査ライン１から７６８を順次走査し、後半のフィ
ールド２でも走査ライン１から７６８を順次走査する。
これにより、１フレーム期間で１つの画素（走査ライ
ン）が２回選択され、印加データ（ＯＵＴｄａｔａ）が
書き込まれる。
【００４０】このとき、走査ドライバ１０３の選択動作
では、図５に示すように、走査クロックＣＬ３に同期し
て同時に２ラインを選択する場合と、１ラインのみ選択
する場合がある。本実施形態では、順次、２ライン同時
選択（走査ライン１、２）、１ライン選択（走査ライン
３）、２ライン同時選択（走査ライン４、５）、２ライ
ン同時選択（走査ライン６、７）、１ライン選択（走査
ライン８）を繰り返すことで、走査クロックＣＬ３が５
クロックで８ラインを選択することとなり、５ラインの
表示データを８ラインに１．６倍に拡大している。
【００４１】つまり、４８０ラインの入力データを１．
６倍の７６８ラインに拡大が可能となり、解像度ＶＧＡ
用の表示データを解像度ＸＧＡの液晶パネルに表示でき
る。また、同様に水平方向の表示データはデータドライ
バ１０２で２画素同時取り込みと１画素取り込みを順次
行うことで、６４０画素を１．６倍の１０２４画素に拡
大する。次に、走査ドライバ１０３、データドライバ１
０２の構成を説明する。
【００４２】走査ドライバ１０３は、図６に示すよう
に、マルチ選択シフトレジスタ５１、液晶駆動回路５
３、及び、出力マスク回路５５を備えている。マルチ選
択シフトレジスタ５１では走査クロックＣＬ３に同期し
て選択信号５２が生成される。マルチ選択シフトレジス
タ５１は、例えば図７に示すような構成を備えており、
フレーム開始信号ＦＬＭの値のハイレベルをフリップフ
ロップに取り込み、順次走査クロックＣＬ３に同期して
シフトする。図７のマルチ選択シフトレジスタ５１は、
上記図５に示すように同時に２つの選択、１つの選択を
順次行い、選択信号５２を生成する。また、液晶駆動回
路５３では選択信号５２に基づいて、走査ライン選択信
号５４を生成する。さらに、出力マスク回路５５では、
ＤＯＦＦ信号に基づいて、走査ライン選択信号５４を出
力するか、全ての出力を非選択状態にする制御を行う。
【００４３】本実施形態の構成によれば、図５に示すよ
うに、走査ライン１、２を同時に選択し、次の走査期間
では走査ライン３を選択し、次の走査期間では走査ライ
ン４、５を同時に選択し、次の走査期間では走査ライン
６、７を同時に選択し、次の走査期間では走査ライン８
を選択することが可能となる。以降同様に、この動作を
繰り返すことにより、走査ラインの同時選択により走査
方向の拡大表示を実現する。次に、データドライバ１０
２について説明する。データドライバ１０２は、図８に
示すように、マルチ選択シフトレジスタ８１、ラッチ回
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路（１）８３、ラッチ回路（２）８５、及び、液晶駆動
回路８７を備える。データドライバ１０２では、マルチ
選択シフトレジスタ８１で生成する選択信号８２によっ
て、順次液晶タイミングコントローラ１０４から出た伝
送クロックＣＬ２に同期して入力されてくる表示データ
１０６（ＤＡＴＡ）を、各出力に対応してラッチ回路
（１）８３に取り込む動作を行う。
【００４４】ラッチ回路（２）８５では、ラッチ回路
（１）８４でラッチした表示データをデータ水平同期信
号ＣＬ１に同期して全ての出力を同時にラッチし、液晶
駆動回路８７ではラッチ（２）８５のラッチデータ８６
に基づいて液晶駆動電圧を生成し液晶パネル１０１を駆
動する。
【００４５】マルチ選択シフトレジスタ８１は、例えば
図９に示すような構成を備えるもので、ＳＴＡＲＴ信号
をデータ伝送クロックＣＬ２で取り込み、順次シフトす
ることで選択信号８２を生成する。図９のマルチ選択シ
フトレジスタは、図１０に示すように同時に２つの選
択、１つの選択を順次行う機能を有する。具体的には、
図１０に示すように、ラッチ選択信号Ｘ１、２を同時に
選択し、次のデータ伝送期間ではラッチ選択信号Ｘ３を
選択し、次のデータ伝送期間ではラッチ選択信号Ｘ４、
５を同時に選択し、次のデータ伝送期間ではラッチ選択
信号Ｘ６、７を同時に選択し、次のデータ伝送期間では
ラッチ選択信号Ｘ８を選択する。以降同様に、この動作
を繰り返すことにより、データの同時取り込みにより水
平ライン方向の拡大表示を実現する。再び、本実施形態
の液晶表示装置の動作を図１１を参照して説明する。
【００４６】図１１において、外部装置から与えられる
表示制御信号のＶＳＹＮＣは垂直同期信号であり、その
１周期を１フレームとする。ＨＳＹＮＣは水平同期信号
であり、１フレームを構成する水平ライン相当分のクロ
ック数である。ＩＮｄａｔａは、ＨＳＹＮＣに同期して
供給される表示データであり、図５中のＩＮｄａｔａに
記載するＬｍの値はｍライン目の表示データであること
を示す。
【００４７】液晶タイミングコントローラ１０４は、Ｉ
Ｎｄａｔａを受け取り、２つのポートを持つメモリ回路
１０５のどちらかに１フレーム分の表示データＩＮｄａ
ｔａを書き込み、一方、１フレームを２等分した前半の
期間（フィールド１）で書き込み速度の２倍の速度で書
き込みを行っていない別のポートのメモリから表示デー
タの読み出しを行う。つまり図４において、フレーム１
では、ポート１（１０８、１０９）で書き込みを行いポ
ート２（１１０、１１１）から読み出しを行い、フレー
ム２では、ポート２（１１０、１１１）で書き込みを行
いポート１（１０８、１０９）から読み出しを行う。ま
た、液晶タイミングコントローラ１０４は、ＶＳＹＮ
Ｃ，ＨＳＹＮＣを２倍速化した液晶の同期信号ＦＬＭ、
ＣＬ１、ＣＬ３をデータドライバ１０２及び走査ドライ
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バ１０３に供給する。
【００４８】さらに、フィールド１の期間ではフレーム
メモリから読み出した表示データを予め定めた変換方法
によりデータ変換処理を行い、ＯＵＴｄａｔａとしてデ
ータドライバ１０２に供給する。ここで、フィールド１
のＯＵＴｄａｔａに記載するＤＬｍＦｎの値はｎフレー
ムのｍライン目の表示データを変換した後の表示データ
であることを示す。また、フィールド２においてはフレ
ームメモリから読み出した表示データをそのまま、デー
タドライバ１０２に供給する。
【００４９】これら液晶駆動用の制御信号、表示データ
により駆動を行った時、ＴＦＴ液晶パネル１０１の走査
線にはＣＬ３に従って先頭ライン（ライン１）から順次
ゲート書き込みパルスが印加される。一方、信号線には
ＣＬ１に従い、ＯＵＴｄａｔａに応じた階調電圧が供給
され、ゲートパルスが印加された走査線上の表示画素に
表示を行う。
【００５０】従って、例えばライン１、ライン２上の画
素Ａ、画素Ｂにおいては、フレーム２のフィールド１で
は、走査ライン１、２にゲート書き込みパルスが供給さ
れた時に、信号線にはその時の予め定めた変換方法によ
りデータ変換処理を行った表示データ値ＤＬ１Ｆ１に応
じた信号電圧が供給され、次のゲート書き込みパルスが
供給されるまで、この信号電圧に応じたドレイン電圧を
保持し表示を行う。
【００５１】次にフィールド２では、走査ライン１、２
にゲート書き込みパルスが供給された時に信号線にはデ
ータ変換処理を行っていないその時の表示データ値ＤＬ
１Ｆ１に応じた信号電圧が供給され、次のゲート書き込
みパルスが供給されるまで、この信号電圧に応じたドレ
イン電圧を保持し表示を行う。この時、液晶はフレーム
２のフィールド１で前フレームの表示輝度レベルからＬ
１Ｆ１輝度（フィールド１の到達輝度）レベルに応答
し、フィールド２ではＬ１Ｆ１輝度レベルを保持する応
答になる。同様にフレーム３においてはフィールド１で
前フレームの表示輝度レベルからＤＬ１Ｆ２輝度レベル
に応答し、フィールド２ではＬ１Ｆ２輝度レベルを保持
する応答になる。
【００５２】ここで輝度及び、液晶タイミングコントロ
ーラ１０６に内蔵する表示データ変換回路１３０につい
て図１２を用いて説明する。図１２は本実施形態におけ
る表示データに対する輝度応答波形を示す図である。
【００５３】本実施形態のＴＦＴ液晶パネル１０１は、
その表示応答が１６ｍｓから十数ｍｓ以下である場合、
表示データａの表示輝度応答は黒表示輝度レベルから目
標到達輝度レベルＢａに達するまで８．６ｍｓ以上（１
フィールド以上）掛かってしまう。このため、この表示
データａでそのまま表示すると１フィールド期間では実
際に輝度レベルＢａ’までしか到達せず、所望の表示輝
度よりも低下することになる。一方、１フィールド期間
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で輝度レベルＢａまで到達することを考慮した場合、図
１２に示すように、表示データ値がｂ（ｂはａよりも大
きな値＝高輝度データ）により駆動すると、１フィール
ド期間で輝度レベルＢａまで到達する。
【００５４】そこで、本実施形態では、表示データをａ
からｂに変化させるよう変換するための表示データ変換
回路１３０を設けた。尚、表示データの変換は前フレー
ムから現フレームへの遷移を考慮した、図１２に一例を
示したように応答が高速化するよう設定するものとす
る。
【００５５】データ変換回路回路１３０は、例えば図１
３に示すように、表示データ変換回路１３１及び表示デ
ータ変換テーブル１３２を備える。表示データ変換回路
１３１は、液晶タイミングコントローラ１０６内にフレ
ームメモリから読み出した表示データを、上記に示した
ように変換する。表示データ変換回路１３１は予め設定
した表示データ変換テーブル１３２を参照することで表
示データの変換処理を実施する。尚、表示データ変換テ
ーブル１３２の設定値は、液晶パネル１０１の応答性
能、駆動温度条件、駆動速度（１フィールド時間）など
のパラメータにあわせて設定するものとする。
【００５６】以上、説明したように１フレーム期間の応
答波形は、図１４に示すように、第１フィールドでは表
示する表示データをデータ変換処理した表示データで駆
動し、表示する表示輝度まで応答し、第２フィールド期
間ではデータ変換処理を行わないで表示する表示データ
で駆動し、表示する表示輝度を保持する応答波形とな
る。本実施形態によれば、液晶表示の輝度応答の高速化
を実現し、さらに、解像度ＶＧＡ（６４０×４８０ドッ
ト）の表示データを解像度ＸＧＡ（１０２４×７６８ド
ット）の液晶パネルへの拡大表示を同時に実現すること
ができる。
【００５７】なお、本実施形態では１フレームを２分割
しているが、本発明において１フレームの分割数はこれ
に限定されるものではなく、以下の実施形態に説明する
ように１フレームを３以上に分割する構成としても良
い。
【００５８】（第２の実施形態）以下、本発明の第２の
実施形態を図１５～図２０を用いて説明する。本実施形
態では、液晶の応答速度が遅い場合（具体的には１６ｍ
ｓから十数ｍｓ程度）を想定しており、従来の駆動方法
における１フレームを、例えば図１５に示すように、３
つのフィールドに分割して駆動する。
【００５９】本実施形態では、分割した１フィールド期
間が５ｍｓ～６ｍｓ程度となり、その液晶が応答しきれ
ない。このため、第１フィールドでは与えられた階調デ
ータを補正したデータに変換し、この補正表示データに
より駆動する。そして、第２フィールドでは与えられた
階調表示データにより駆動し、第３フィールドでは駆動
を行わないことにより、液晶表示の応答の高速化を実現
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する。
【００６０】本実施形態の駆動方法によれば、第１のフ
ィールドでは表示データに応じた輝度（目標到達輝度）
まで応答変化し、第２のフィールドでは表示データに応
じた輝度（目標到達輝度）の表示を行いうことにより、
液晶の輝度応答の高速化を実現する。さらに、本実施形
態では、上記液晶輝度応答の高速化に加えて、解像度Ｖ
ＧＡ（６４０×４８０ドット）の表示データを用いて解
像度ＸＧＡ（１０２４×７６８ドット）の液晶パネルへ
の拡大表示を同時に実現する。本実施形態の液晶表示装
置２００は、例えば図１６に示すように、ＴＦＴ液晶パ
ネル２０１、信号ドライバ（データドライバ）２０２、
走査ドライバ２０３－１、２０３－２、２０３－３、液
晶タイミングコントローラ２０４、及び、表示データ処
理用のメモリ回路２０５を備えている。メモリ回路２０
５は、２０８、２０９をポート１、２１０、２１１をポ
ート２とし、ポート１とポート２は独立して書き込みと
読み出しが行えるものである。
【００６１】また、図１６において、２２０は表示制御
信号群（ＶＳＹＮＣ、ＨＳＹＮＣ、ＤＴＭＧ，ＤＯＴＣ
ＬＫなど）、２２１は入力表示データ（ＩＮｄａｔ
ａ）、２０６は液晶表示データ（ＯＵＴｄａｔａ）、２
０７はデータドライバ駆動信号群、ＣＬ３は走査ドライ
バクロック、ＦＬＭ－１、ＦＬＭ－２、ＦＬＭ－３は走
査スタート信号、ＤＯＦＦ－１、ＤＯＦＦ－２、ＤＯＦ
Ｆ－３は選択マスク制御信号、２０８、２１０はフレー
ムメモリ制御信号群、２０９、２１１はメモリ回路２０
５の表示データである。
【００６２】液晶タイミングコントローラ２０４は、デ
ータ変換回路２３０を備え、供給される表示データＩＮ
ｄａｔａを１ライン毎に、入力の水平同期信号ＨＳＹＮ
Ｃの水平期間を２等分した前半の期間に入力の２倍の速
度で書き込みを行い、次のフレームでは別のポートに同
様に書込みを行う。表示データの読み出しは、入力の水
平同期信号ＨＳＹＮＣの水平期間を２等分した前半の期
間に書込みとは別のポートに、入力の２倍の速度で読み
出しを行い、入力の水平同期信号ＨＳＹＮＣの水平期間
を２等分した後半の期間では書込みと同じポートに、入
力の２倍の速度で読み出しを行う。
【００６３】例えば１ライン目の表示データは、１フレ
ームを３等分した１番目のフィールド１においては予め
設定した変換方法によりデータ変換処理を行い、データ
ドライバ２０２へ供給し（ＯＵＴｄａｔａ）、液晶パネ
ル１０１を表示させる。次に１フレームを３等分した２
番目のフィールド２においてはメモリ回路２０５から読
み出した表示データをそのまま、データドライバ２０２
に供給し、液晶パネル２０１を表示させる。このよう
に、各ラインの表示データは１フレーム期間に２回読み
出される。
【００６４】走査ドライバ２０３－１、２０３－２、２
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０３－３には、入力の水平同期信号ＨＳＹＮＣの２倍速
の信号である走査クロックＣＬ３が供給され、液晶駆動
用の垂直同期信号ＦＬＭ－１、ＦＬＭ－２、ＦＬＭ－３
は１フィールド周期（入力フレーム周期の１／３）の信
号が供給され、データドライバ１０２には、入力の水平
同期信号ＨＳＹＮＣの２倍速の信号であるデータ水平ク
ロックＣＬ１が供給されている。本実施形態の液晶表示
装置の動作を、図１７～図２０のタイミング図を用いて
詳細説明する。本実施形態では、図１７に示すように、
フレームを３つのフィールドに分け、第１フィールドで
は走査ライン１から２５６を走査パターンＳＣ１で、走
査ライン５１３から７６８を走査パターンＳＣ２で順次
走査し、第２フィールドでは走査ライン１から２５６を
走査パターンＳＣ２で、走査ライン２５７から５１２を
走査パターンＳＣ１で順次走査し、第３フィールドでは
走査ライン２５７から５１２を走査パターンＳＣ２で、
走査ライン５１３から７６８を走査パターンＳＣ１で順
次走査する。
【００６５】上記駆動方法により、１フレーム期間で１
つの画素（走査ライン）が３フィールド中の２つのフィ
ールドで２回選択され、印加データ（ＯＵＴｄａｔａ）
が書き込まれる。このとき、走査ドライバ２０３の選択
動作は図１８、図１９に示す走査パターンＳＣ１と走査
パターンＳＣ２のように、走査クロックＣＬ３に同期し
て同時に２ラインを選択する場合と、１ラインのみ選択
する場合がある。すなわち、図１８の走査パターンＳＣ
１では走査クロックＣＬ３の周期の前半のみに選択動作
を行い、図１９の走査パターンＳＣ２では走査クロック
ＣＬ３の周期の後半のみに選択動作を行う。この動作
は、図１８、図１９に示すＤＯＦＦ信号により走査ドラ
イバ２０２の出力をマスクすることにより実現できる。
【００６６】そして、図１８、図１９に示すように、走
査クロックＣＬ３の周期の前半または後半において、順
次、２ライン同時選択（走査ライン１、２）、１ライン
選択（走査ライン３）、２ライン同時選択（走査ライン
４、５）、２ライン同時選択（走査ライン６、７）、１
ライン選択（走査ライン８）を繰り返すことで、走査ク
ロックＣＬ３が５クロックで８ラインを選択することと
なり、５ラインの表示データを８ラインに１．６倍に拡
大できる。
【００６７】つまり、４８０ラインの入力データを１．
６倍の７６８ラインに拡大が可能となり、解像度ＶＧＡ
の表示データを解像度ＸＧＡの液晶パネルに表示するこ
とが可能となる。また、同様に水平方向の表示データは
データドライバ２０２で２画素同時取り込みと１画素取
り込みを順次行うことで、６４０画素を１．６倍の１０
２４画素に拡大する。
【００６８】本実施形態の走査ドライバ２０３、データ
ドライバ２０２の構成と動作は、上記第１の実施形態の
走査ドライバ１０３及びデータドライバ１０２（図６、
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図７、図８、図９参照）と同様であるため、これらに関
する詳細説明は省略する。なお、本実施形態では、走査
ドライバ２０３による走査ラインの同時選択により走査
方向の拡大表示を、データドライバ２０２によるデータ
の同時取り込みにより水平ライン方向の拡大表示を実現
する。再び、本実施形態の液晶表示装置の動作を図２０
を用いて説明する。図２０において、パーソナルコンピ
ュータなどから与えられる表示制御信号のＶＳＹＮＣは
垂直同期信号であり、その１周期を１フレームとする。
ＨＳＹＮＣは水平同期信号であり、１フレームを構成す
る水平ライン分のクロック数である。ＩＮｄａｔａは、
ＨＳＹＮＣに同期して供給される表示データであり、図
２０中のＩＮｄａｔａに記載するＬｍの値はｍライン目
の表示データであることを示す。
【００６９】液晶タイミングコントローラ２０４は、Ｉ
Ｎｄａｔａを受け取り、２つのポートを持つメモリ回路
２０５のどちらかに１フレーム分の表示データＩＮｄａ
ｔａを１ライン毎に、入力の水平同期信号ＨＳＹＮＣの
水平期間を２等分した前半の期間に入力の２倍の速度で
書き込みを行い、一方、表示データの読み出しは、入力
の水平同期信号ＨＳＹＮＣの水平期間を２等分した前半
の期間に書込みとは別のポートに、入力の２倍の速度で
読み出しを行い、入力の水平同期信号ＨＳＹＮＣの水平
期間を２等分した後半の期間では書込みと同じポート
に、入力の２倍の速度で読み出しを行う。
【００７０】つまり図１７において、フレーム１では入
力の水平同期信号ＨＳＹＮＣの水平期間を２等分した前
半の期間にポート１（２０８、２０９）で書き込みを行
い、入力の水平同期信号ＨＳＹＮＣの水平期間を２等分
した前半の期間にポート２（２１０、２１１）、入力の
水平同期信号ＨＳＹＮＣの水平期間を２等分した後半の
期間ではポート１（２０８、２０９）から読み出しを行
う。また、フレーム２では、入力の水平同期信号ＨＳＹ
ＮＣの水平期間を２等分した前半の期間にポート２（２
１０、２１１）で書き込みを行い、入力の水平同期信号
ＨＳＹＮＣの水平期間を２等分した前半の期間にポート
１（２０８、２０９）、入力の水平同期信号ＨＳＹＮＣ
の水平期間を２等分した後半の期間ではポート２（２１
０、２１１）から読み出しを行う。
【００７１】また、液晶タイミングコントローラ２０４
は、ＶＳＹＮＣ，ＨＳＹＮＣを２倍速化した液晶の同期
信号ＦＬＭ、ＣＬ１、ＣＬ３をデータドライバ２０２及
び走査ドライバ２０３に供給する。走査ドライバ２０３
－１、２０３－２、２０３－３に走査ラインの１～２５
６、２５７～５１２、５１３～７６８を対応させ、それ
ぞれのＦＬＭ－１、ＦＬＭ－２、ＦＬＭ－３を図１７の
ように制御することで各走査ラインを各フィールドでパ
ターンＳＣ１、ＳＣ２に制御できる。
【００７２】さらに、パターンＳＣ１の走査ラインで
は、フレームメモリから読み出した表示データを予め定
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めた変換方法によりデータ変換処理を行い、ＯＵＴｄａ
ｔａとしてデータドライバ２０２に供給する。ここで、
フィールド１のＯＵＴｄａｔａに記載するＤＬｍＦｎの
値はｎフレームのｍライン目の表示データを変換した後
の表示データであることを示す。また、パターンＳＣ２
の走査ラインにおいては、フレームメモリから読み出し
た表示データをそのまま、データドライバ２０２に供給
する。
【００７３】これら液晶駆動用の制御信号、表示データ
により駆動を行った時、ＴＦＴ液晶パネル２０１の走査
線にはＣＬ３に従って先頭ライン（ライン１）から順次
ゲート書き込みパルスが印加される。一方、信号線には
ＣＬ１に従い、ＯＵＴｄａｔａに応じた階調電圧が供給
され、ゲートパルスが印加された走査線上の表示画素に
表示を行う。
【００７４】従って、例えばＴＦＴ液晶パネル２０１の
ライン１、ライン２上の画素Ａ、画素Ｂにおいては、フ
レーム２のフィールド１では、走査ライン１、２にゲー
ト書き込みパルスが供給された時に信号線にはその時の
予め定めた変換方法によりデータ変換処理を行った表示
データ値ＤＬ１Ｆ１に応じた信号電圧が供給され、次の
ゲート書き込みパルスが供給されるまで、この信号電圧
に応じたドレイン電圧を保持し表示を行う。
【００７５】次に、フィールド２では、走査ライン１、
２にゲート書き込みパルスが供給された時に信号線には
データ変換処理を行っていないその時の表示データ値Ｄ
Ｌ１Ｆ１に応じた信号電圧が供給され、次のゲート書き
込みパルスが供給されるまで、この信号電圧に応じたド
レイン電圧を保持し表示を行う。
【００７６】この時、液晶はフレーム２のフィールド１
で前フレームの表示輝度レベルからＬ１Ｆ１輝度（フィ
ールド１の到達輝度）レベルに応答し、フィールド２で
はＬ１Ｆ１輝度レベルを保持しする応答になる。同様に
フレーム３においてはフィールド１で前フレームの表示
輝度レベルからＤＬ１Ｆ２輝度レベルに応答し、フィー
ルド２ではＬ１Ｆ２輝度レベルを保持する応答になる。
【００７７】ここで、液晶タイミングコントローラ２０
６に内蔵する表示データ変換回路２３０は、図１３に示
した上記第１の実施形態の表示データ変換回路１３０と
同様の構成および動作であり、本実施形態ではその説明
を省略する。
【００７８】以上、説明したように１フレーム期間の応
答波形は、図１５に示すように、第１フィールド期間で
は表示する表示データをデータ変換処理した表示データ
で駆動し、表示する表示輝度まで応答し、第２フィール
ド期間ではデータ変換処理を行わないで表示する表示デ
ータで駆動し、表示する表示輝度を保持し、第３フィー
ルドでは駆動を行わず表示輝度を保持する応答波形とな
る。本実施形態によれば、液晶表示の輝度応答の高速化
を実現し、さらに、解像度ＶＧＡ（６４０×４８０ドッ
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ト）の表示データを解像度ＸＧＡ（１０２４×７６８ド
ット）の液晶パネルへの拡大表示を同時に実現すること
が可能となる。
【００７９】（第３の実施形態）次に、本発明の第３の
実施形態を図２１～図２８を用いて説明する。本実施形
態では、液晶の応答速度が遅い場合（具体的には１６ｍ
ｓから十数ｍｓ程度）を前提としており、ＮＴＳＣのイ
ンターレースの表示データ（奇数フィールドでは奇数ラ
インの表示データ、偶数フィールドでは偶数ラインの表
示データが転送される）を解像度ＸＧＡ（１０２４×７
６８ドット）の液晶パネルへの拡大表示を行い、従来駆
動している１フレームの奇数フィールドと偶数フィール
ドをそれぞれ３つのサブフィールドに分割して駆動す
る。
【００８０】本実施形態の各サブフィールド期間（５ｍ
ｓから６ｍｓ）では液晶が応答しきれないため、図２１
に示すように、奇数フィールド期間では、第１のサブフ
ィールドでは与えられた階調データを補正したデータに
変換し、この補正表示データにより駆動し、第２のサブ
フィールドでは与えられた階調表示データにより駆動
し、第３サブフィールドではそのまま保持し駆動を行わ
ないことにより、液晶表示の応答の高速化を実現する。
また、偶数フィールド期間では、第１のサブフィールド
では与えられた階調表示データにより駆動し、第２、第
３のサブフィールドではそのまま保持し駆動を行わな
い。
【００８１】本実施形態の駆動方法により、第１のサブ
フィールドでは表示データに応じた輝度（目標到達輝
度）まで応答変化し、第２のサブフィールドでは表示デ
ータに応じた輝度（目的到達輝度）の表示を行い、本駆
動により、液晶の輝度応答の高速化を実現する。さら
に、本実施形態では、インターレースのＮＴＳＣ信号の
表示データを解像度ＸＧＡ（１０２４×７６８ドット）
の液晶パネルへの拡大表示を同時に実現する。
【００８２】本実施形態における液晶表示装置３００の
構成例を図２２に示す。本実施形態の装置は、ＴＦＴ液
晶パネル３０１、ＴＦＴ液晶パネル３０１の信号線に表
示データに応じた電圧を与えるデータドライバ３０２、
ＴＦＴ液晶パネル３０１のゲート線に走査信号に応じた
電圧を与える走査ドライバ３０３－１、３０３－２、３
０３－３、パーソナルコンピュータなどの表示信号源か
ら供給される表示制御信号を液晶表示用の駆動信号に変
換する液晶タイミングコントローラ３０４、および、表
示データ処理用のメモリ回路３０５を備えている。ここ
で、ＴＦＴ液晶パネル３０１は応答速度が遅いものとす
る。また、メモリ回路３０５は、３０８、３０９をポー
ト１、３１０、３１１をポート２とし、ポート１とポー
ト２は独立して書き込みと読み出しが行えるものであ
る。
【００８３】本実施形態の液晶表示装置３００は、ＮＴ
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ＳＣ表示信号を表示信号源とした表示制御信号（３２０
及び３２１）により駆動するものである。図２２におい
て、３２０は表示制御信号群（ＶＳＹＮＣ、ＨＳＹＮ
Ｃ、ＤＴＭＧ，ＤＯＴＣＬＫなど）、３２１は入力表示
データ（ＩＮｄａｔａ）、３０６は液晶表示データ（Ｏ
ＵＴｄａｔａ）、３０７はデータドライバ駆動信号群、
ＣＬ３－１、ＣＬ３－２、ＣＬ３－３は走査ドライバク
ロック、ＦＬＭ－１、ＦＬＭ－２、ＦＬＭ－３は走査ス
タート信号、ＤＯＦＦ－１、ＤＯＦＦ－２、ＤＯＦＦ－
３は選択マスク制御信号、３０８、３１０はフレームメ
モリ制御信号群、３０９、３１１はメモリ回路の表示デ
ータである。
【００８４】液晶タイミングコントローラ３０４では、
供給される表示データＩＮｄａｔａを受け取り、２つの
ポートがあるメモリ回路３０５のいずれかのポートから
に１フレーム分の表示データＩＮｄａｔａを１ライン毎
に、入力の水平同期信号のＨＳＹＮＣの水平期間に書き
込みを行い、入力の水平同期信号のＨＳＹＮＣの水平期
間を３等分した第１から第３の期間それぞれで１ライン
の表示データを書込みとは別のポートで入力の３倍の速
度で読み出しを行う。
【００８５】つまり図２３において、フレーム１では入
力の水平同期信号ＨＳＹＮＣの水平期間にポート１（２
０８、２０９）で書き込みを行い、入力の水平同期信号
ＨＳＹＮＣの水平期間を３等分した第１から第３の期間
にポート２（２１０、２１１）から読み出しを行う。ま
た、フレーム２では、入力の水平同期信号ＨＳＹＮＣの
水平期間にポート２（２１０、２１１）で書き込みを行
い、入力の水平同期信号ＨＳＹＮＣの水平期間を３等分
した第１から第３の期間にポート１（２０８、２０９）
から読み出しを行う。
【００８６】例えば、１ライン目の表示データは、図２
１及び図２３に示すように、奇数フィールドを３等分し
た第１サブフィールドにおいては予め設定した方法によ
りデータ変換処理を行い、データドライバ３０２へ供給
し（ＯＵＴｄａｔａ）、液晶パネル３０１を表示させ
る。次に奇数フィールドを３等分した第２サブフィール
ドではメモリ回路から読み出した表示データをそのま
ま、データドライバ３０２に供給し、液晶パネル３０１
を表示させる。次に奇数フィールドを３等分した第３サ
ブフィールドでは１ライン目は駆動せずに表示を保持す
る。
【００８７】次の偶数フィールドを３等分した第１サブ
フィールドにおいては、メモリ回路３０５から読み出し
た表示データデータをそのままデータドライバ３０２へ
供給し（ＯＵＴｄａｔａ）、液晶パネル３０１を表示さ
せる。次に偶数フィールドを３等分した第２サブフィー
ルド、第３サブフィールドでは１ライン目は駆動せずに
表示を保持し、液晶パネル３０１を表示させる。走査ド
ライバ３０３－１、３０３－２、３０３－３には、入力
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の水平同期信号ＨＳＹＮＣの３倍速の信号である走査ク
ロックＣＬ３－１、ＣＬ３－２、ＣＬ３－３がそれぞれ
供給され、液晶駆動用の垂直同期信号ＦＬＭ－１、ＦＬ
Ｍ－２、ＦＬＭ－３は１フィールド周期（入力フレーム
周期の１／３）の信号が供給され、データドライバ３０
２には、入力の水平同期信号ＨＳＹＮＣの２倍速の信号
であるデータ水平クロックＣＬ１が供給されている。こ
の液晶表示装置の動作の詳細を、図２１、図２３～図２
８のタイミング図を用いて再度、説明する。
【００８８】本実施形態では、図２３に示すように、奇
数フィールド、偶数フィールドをそれぞれ３つのサブフ
ィールドに分け、奇数フィールドの第１サブフィールド
では走査ライン１から２５６を走査パターンＳＣ１で、
走査ライン５１３から７６８を走査パターンＳＣ２で順
次走査し、第２サブフィールドでは走査ライン１から２
５６を走査パターンＳＣ３で、走査ライン２５７から５
１２を走査パターンＳＣ１で順次走査し、第３サブフィ
ールドでは走査ライン２５７から５１２を走査パターン
ＳＣ３で、走査ライン５１３から７６８を走査パターン
ＳＣ１で順次走査する。
【００８９】また、偶数フィールドの第１サブフィール
ドでは走査ライン１から２５６を走査パターンＳＣ１
で、走査ライン５１３から７６８を走査パターンＳＣ３
で順次走査し、第２サブフィールドでは走査ライン１か
ら２５６を走査パターンＳＣ２で、走査ライン２５７か
ら５１２をを走査パターンＳＣ１で順次走査し、第３サ
ブフィールドでは走査ライン２５７から５１２を走査パ
ターンＳＣ２で、走査ライン５１３から７６８を走査パ
ターンＳＣ１で順次走査する。
【００９０】これにより、１フレーム期間で１つの画素
（走査ライン）が奇数フィールド、偶数フィールドそれ
ぞれ３サブフィールド、合計６サブフィールド中の３つ
のサブフィールドで３回選択され、印加データ（ＯＵＴ
ｄａｔａ）が書き込まれる。このとき、走査ドライバ３
０３の選択動作は図２４、図２５、図２６に示す走査パ
ターンＳＣ１、走査パターンＳＣ２、走査パターンＳＣ
３のように、走査クロックＣＬ３に同期して同時に２ラ
インを選択する場合と、１ラインのみ選択する場合があ
り、図２４の走査パターンＳＣ１では入力水平期間の第
１、第２期間に選択動作を行い、図２５の走査パターン
ＳＣ２では入力水平期間の第３期間に選択動作を行い、
図２６の走査パターンＳＣ３では入力水平期間の第３期
間に選択動作を行う。この動作は、図２４、図２５、図
２６に示すＤＯＦＦ信号により走査ドライバ３０２の出
力をマスクすることにより実現できる。
【００９１】そして、図２４、図２５、図２６に示すよ
うに、入力水平期間の第１、第２、第３期間において、
順次、２ライン同時選択（走査ライン１、２）、１ライ
ン選択（走査ライン３）、２ライン同時選択（走査ライ
ン４、５）、２ライン同時選択（走査ライン６、７）、
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１ライン選択（走査ライン８）を繰り返すことで、入力
水平期間の５期間で８ラインを選択することとなり、５
ラインの表示データを８ラインに１．６倍に拡大でき
る。つまり、４８０ラインの入力データを１．６倍の７
６８ラインに拡大が可能となり４８０ラインの表示デー
タを解像度ＸＧＡの液晶パネルに表示できる。また、同
様に水平方向の表示データはデータドライバ３０２で２
画素同時取り込みと１画素取り込みを順次行うことで、
６４０画素を１．６倍の１０２４画素に拡大する。
【００９２】本実施形態においては、走査ドライバ３０
３による走査ラインの同時選択により走査方向の拡大表
示を、データドライバ３０２によるデータの同時取り込
みにより水平ライン方向の拡大表示を実現する。本実施
形態の走査ドライバ３０３、データドライバ３０２の構
成と動作は、例えば図６、図７、図８、図９に示す上記
第１の実施形態と同様であり、本実施形態での説明は省
略する。本実施形態の液晶表示装置の動作を詳細説明す
る。
【００９３】図２７、図２８において、パーソナルコン
ピュータなどから与えられる表示制御信号のＶＳＹＮＣ
は垂直同期信号であり、その１周期を１フレームとす
る。ＨＳＹＮＣは水平同期信号であり、１フレームを構
成する水平ライン分のクロック数である。ＩＮｄａｔａ
は、Ｈｓｙｎｃに同期して供給される表示データであ
り、図２７中のＩＮｄａｔａに記載するＬｍの値はｍラ
イン目の表示データであることを示す。
【００９４】液晶タイミングコントローラ３０４は、Ｉ
Ｎｄａｔａを受け取り、２つのポートを持つメモリ回路
３０５のどちらかのポートに、１フレーム分の表示デー
タＩＮｄａｔａを１ライン毎に書き込みを行う。一方、
表示データの読み出しは書込みとは別のポートで、入力
の水平期間を３等分した第１から第３期間それぞれで１
ラインの表示データを、入力の３倍の速度で読み出しを
行う。つまり図２３において、フレーム１では、ポート
１（３０８、３０９）で書き込みを行いポート２（３１
０、３１１）から読み出しを行い、フレーム２では、ポ
ート２（３１０、２１１）で書き込みを行いポート１
（３０８、３０９）から読み出しを行う。
【００９５】また、液晶タイミングコントローラ３０４
は、ＶＳＹＮＣ，ＨＳＹＮＣを３倍速化した液晶の同期
信号ＦＬＭ、ＣＬ１、ＣＬ３をデータドライバ３０２及
び走査ドライバ３０３に供給する。走査ドライバ３０３
－１、３０３－２、３０３－３に走査ラインの１～２５
６、２５７～５１２、５１３～７６８を対応させ、それ
ぞれのＦＬＭ－１、ＦＬＭ－２、ＦＬＭ－３とＤＯＦＦ
－１、ＤＯＦＦ－２、ＤＯＦＦ－３を図２４、図２５、
図２６のように制御することで、各走査ラインを各サブ
フィールドでＳＣ１、ＳＣ２、ＳＣ３のパターンのよう
に制御できる。
【００９６】さらに、奇数フィールド期間のＳＣ１の奇
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数ラインデータの走査ラインではフレームメモリから読
み出した表示データを予め定めた変換方法によりデータ
変換処理を行い、ＯＵＴｄａｔａとしてデータドライバ
３０２に供給し、偶数ラインデータの走査ラインではフ
レームメモリから読み出した表示データをそのまま、デ
ータドライバ３０２に供給する。逆に、偶数フィールド
期間のＳＣ１の偶数ラインデータの走査ラインではフレ
ームメモリから読み出した表示データを予め定めた変換
方法によりデータ変換処理を行い、ＯＵＴｄａｔａとし
てデータドライバ３０２に供給し、奇数ラインデータの
走査ラインではフレームメモリから読み出した表示デー
タをそのまま、データドライバ３０２に供給する。
【００９７】ここで、フィールド１のＯＵＴｄａｔａに
記載するＤＬｍＦｎの値はｎフレームのｍライン目の表
示データを変換した後の表示データであることを示す。
また、ＳＣ２、ＳＣ３の走査ラインではフレームメモリ
から読み出した表示データをそのまま、データドライバ
３０２に供給する。
【００９８】これら液晶駆動用の制御信号、表示データ
により駆動を行った時、ＴＦＴ液晶パネル３０１の走査
線にはＣＬ３に従って先頭ライン（ライン１）から順次
ゲート書き込みパルスが印加される。一方、信号線には
ＣＬ１に従い、ＯＵＴｄａｔａに応じた階調電圧が供給
され、ゲートパルスが印加された走査線上の表示画素に
表示を行う。
【００９９】従って、ライン１、ライン２上の画素Ａ、
画素Ｂにおいては、奇数フィールドのサブフィールド１
では、走査ライン１、２にゲート書き込みパルスが供給
された時に信号線にはその時の予め定めた変換方法によ
りデータ変換処理を行った表示データ値ＤＬ１Ｆ１に応
じた信号電圧が供給され、次のゲート書き込みパルスが
供給されるまで、この信号電圧に応じたドレイン電圧を
保持し表示を行う。次のサブフィールド２では、走査ラ
イン１、２にゲート書き込みパルスが供給された時に信
号線にはデータ変換処理を行っていないその時の表示デ
ータ値ＤＬ１Ｆ１に応じた信号電圧が供給され、次のゲ
ート書き込みパルスが供給されるまで、この信号電圧に
応じたドレイン電圧を保持し表示を行う。
【０１００】この時、液晶は奇数フィールドのサブフィ
ールド１で前偶数フィールドの表示輝度レベルからＬ１
Ｆ１輝度（フィールド１の到達輝度）レベルに応答し、
サブフィールド２ではＬ１Ｆ１輝度レベルを保持しする
応答になる。次の偶数フィールドではサブフィールド１
ではＬ１Ｆ１輝度レベルを保持する応答になる。ここで
液晶タイミングコントローラ３０６に内蔵する表示デー
タ変換回路３３０は、上記図１３に示した第１の実施形
態のものと同様であり、本実施形態ではその説明を省略
する。
【０１０１】データ変換回路３３０では前フレームから
現フレームへの遷移を考慮した、応答が高速化するよう
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変換テーブルに設定するものとする。尚、この変換テー
ブル１３２の設定値は、液晶パネル３０１の応答性能、
駆動温度条件、駆動速度（１サブフィールド時間）など
のパラメータにあわせて設定する必要がある。
【０１０２】以上、説明したように１フレーム期間の応
答波形は、図２１に示すように、奇数ラインデータを表
示するラインは、奇数フィールドの第１サブフィールド
では表示する表示データをデータ変換処理した表示デー
タで駆動し、表示する表示輝度まで応答し、第２サブフ
ィールド期間ではデータ変換処理を行わないで表示する
表示データで駆動し、表示する表示輝度を保持し、第３
サブフィールドでは駆動を行わず表示輝度を保持し、偶
数フィールドの第１サブフィールド期間ではデータ変換
処理を行わないで表示する表示データで駆動し、表示す
る表示輝度を保持する応答波形となる。
【０１０３】また、偶数ラインデータを表示するライン
は、偶数フィールドの第１サブフィールドでは表示する
表示データをデータ変換処理した表示データで駆動し、
表示する表示輝度まで応答し、第２サブフィールド期間
ではデータ変換処理を行わないで表示する表示データで
駆動し、表示する表示輝度を保持し、第３サブフィール
ドでは駆動を行わず表示輝度を保持し、奇数フィールド
の第１サブフィールド期間ではデータ変換処理を行わな
いで表示する表示データで駆動し、表示する表示輝度を
保持する応答波形となる。本実施形態によれば、液晶表
示の輝度応答の高速化を実現し、さらに、インターレー
ス信号であるＮＴＳＣ表示信号の表示データを解像度Ｘ
ＧＡ（１０２４×７６８ドット）の液晶パネルへの拡大
表示を同時に実現する。
【０１０４】（第４の実施形態）次に、本発明の第４の
実施形態を図２９～図３８を用いて説明する。本実施形
態は、上記第３の実施形態と同様の装置構成を備える
が、駆動方法が異なるもので、特に一つの画素の選択方
法が異なる。本実施形態では、選択間隔が等間隔とな
る。
【０１０５】また、本実施形態は、液晶の応答速度が遅
い場合（具体的には１６ｍｓから十数ｍｓ程度）であ
り、ＮＴＳＣのインターレースの表示データ（奇数フィ
ールドでは奇数ラインの表示データ、偶数フィールドで
は偶数ラインの表示データが転送される）を解像度ＸＧ
Ａ（１０２４×７６８ドット）の液晶パネルへの拡大表
示を行い、従来駆動している１フレームの奇数フィール
ドと偶数フィールドをそれぞれ３つのサブフィールドに
分割して駆動する。
【０１０６】本実施形態では、１サブフィールド期間
（５ｍｓから６ｍｓ）では液晶が応答しきれないため、
奇数ラインは、奇数フィールド期間で、第１のサブフィ
ールドでは与えられた階調データを補正したデータに変
換し、この補正表示データにより駆動し、第２サブフィ
ールドではそのまま保持し駆動を行わない、第３のサブ
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フィールドでは与えられた階調表示データにより駆動す
ることにより、液晶表示の応答の高速化を実現する。偶
数フィールド期間では、第２のサブフィールドでは与え
られた階調表示データにより駆動し、第２、第３のサブ
フィールドではそのまま保持し駆動を行わない。
【０１０７】本実施形態の駆動方法により、第１のサブ
フィールドでは表示データに応じた輝度（目標到達輝
度）まで応答変化し、第３のサブフィールドでは表示デ
ータに応じた輝度（目的到達輝度）の表示を行うため、
本駆動により、液晶の輝度応答の高速化を実現すること
ができる。さらに、本実施形態では、インターレースの
ＮＴＳＣ信号の表示データを解像度ＸＧＡ（１０２４×
７６８ドット）の液晶パネルへの拡大表示を同時に実現
する。本実施形態の液晶表示装置の構成例は、上記図２
２に示す第３の実施形態と同様であり、以下では上記第
３の実施形態と異なる点についてのみ説明する。
【０１０８】本実施形態において、液晶タイミングコン
トローラ３０４では、供給される表示データＩＮｄａｔ
ａを受け取り、２つのポートがあるメモリ回路のいずれ
かのポートからに１フレーム分の表示データＩＮｄａｔ
ａを１ライン毎に、入力の水平同期信号のＨＳＹＮＣの
水平期間に書き込みを行い、入力の水平同期信号のＨＳ
ＹＮＣの水平期間を３等分した第１から第３の期間それ
ぞれで１ラインの表示データを書込みとは別のポートで
入力の３倍の速度で読み出しを行う。
【０１０９】つまり図２９において、フレーム１では入
力の水平同期信号ＨＳＹＮＣの水平期間にポート１（２
０８、２０９）で書き込みを行い、入力の水平同期信号
ＨＳＹＮＣの水平期間を３等分した第１から第３の期間
にポート２（２１０、２１１）から読み出しを行う。ま
た、フレーム２では、入力の水平同期信号ＨＳＹＮＣの
水平期間にポート２（２１０、２１１）で書き込みを行
い、入力の水平同期信号ＨＳＹＮＣの水平期間を３等分
した第１から第３の期間にポート１（２０８、２０９）
から読み出しを行う。
【０１１０】例えば１ライン目の表示データは、奇数フ
ィールドを３等分した第１サブフィールドにおいては予
め設定した方法によりデータ変換処理を行い、データド
ライバ３０２へ供給し（ＯＵＴｄａｔａ）、液晶パネル
３０１を表示させる。次の奇数フィールドを３等分した
第２サブフィールドでは１ライン目は駆動せずに表示を
保持する。次の奇数フィールドを３等分した第３サブフ
ィールドではメモリ回路から読み出した表示データをそ
のまま、データドライバ３０２に供給し、液晶パネル３
０１を表示させる。
【０１１１】次に、偶数フィールドを３等分した第１サ
ブフィールドでは１ライン目は駆動せずに表示を保持す
る。次の偶数フィールドを３等分した第２サブフィール
ドにおいてはメモリ回路から読み出した表示データデー
タをそのままデータドライバ３０２へ供給し（ＯＵＴｄ
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ａｔａ）、液晶パネル３０１を表示させる。次の偶数フ
ィールドを３等分した第３サブフィールドでは１ライン
目は駆動せずに表示を保持し、液晶パネル３０１を表示
させる。
【０１１２】走査ドライバ３０３－１、３０３－２、３
０３－３には、入力の水平同期信号ＨＳＹＮＣの３倍速
の信号である走査クロックＣＬ３－１、ＣＬ３－２、Ｃ
Ｌ３－３がそれぞれ供給され、液晶駆動用の垂直同期信
号ＦＬＭ－１、ＦＬＭ－２、ＦＬＭ－３は１フィールド
周期（入力フレーム周期の１／３）の信号が供給され、
データドライバ３０２には、入力の水平同期信号ＨＳＹ
ＮＣの２倍速の信号であるデータ水平クロックＣＬ１が
供給されている。この液晶表示装置の動作の詳細を、図
２９から図３８のタイミング図を用いて説明する。
【０１１３】本実施形態では、図２９に示すように、奇
数フィールド、偶数フィールドをそれぞれ３つのサブフ
ィールドに分け、奇数フィールドの第１サブフィールド
では走査ライン１～２５６を走査パターンＳＣ１で、走
査ライン２５７～５１２を走査パターンＳＣ２で、走査
ライン５１３～７６８を走査パターンＳＣ３で順次走査
し、第２サブフィールドでは走査ライン１～２５６を走
査パターンＳＣ４で、走査ライン２５７～５１２をを走
査パターンＳＣ１で、走査ライン５１３～７６８を走査
パターンＳＣ２で順次走査し、第３サブフィールドでは
走査ライン１～２５６を走査パターンＳＣ５で、走査ラ
イン２５７～５１２をを走査パターンＳＣ４で、走査ラ
イン５１３～７６８を走査パターンＳＣ１で順次走査す
る。
【０１１４】また、偶数フィールドの第１サブフィール
ドでは走査ライン１～２５６を走査パターンＳＣ６で、
走査ライン２５７～５１２をを走査パターンＳＣ５で、
走査ライン５１３～７６８を走査パターンＳＣ４で順次
走査し、第２サブフィールドでは走査ライン１～２５６
を走査パターンＳＣ３で、走査ライン２５７～５１２を
を走査パターンＳＣ６で、走査ライン５１３～７６８を
走査パターンＳＣ５で順次走査し、第３サブフィールド
では走査ライン１～２５６を走査パターンＳＣ２で、走
査ライン２５７～５１２をを走査パターンＳＣ３で、走
査ライン５１３～７６８を走査パターンＳＣ６で順次走
査する。
【０１１５】以上の駆動方法により、１フレーム期間で
１つの画素（走査ライン）が奇数フィールド、偶数フィ
ールドそれぞれ３サブフィールド、合計６サブフィール
ド中の３つのサブフィールドで３回選択され、印加デー
タ（ＯＵＴｄａｔａ）が書き込まれる。このとき、走査
ドライバ３０３の選択動作は図３１、図３２、図３３、
図３４、図３５、図３６にそれぞれ示す、走査パターン
ＳＣ１、走査パターンＳＣ２、走査パターンＳＣ３、走
査パターンＳＣ４、走査パターンＳＣ５、走査パターン
ＳＣ６のように、走査クロックＣＬ３に同期して同時に
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２ラインを選択する場合と、１ラインのみ選択する場合
がある。
【０１１６】図３１の走査パターンＳＣ１では入力水平
期間の第１期間に選択動作を行い、図３２の走査パター
ンＳＣ２では入力水平期間の第２期間に選択動作を行
い、図３３の走査パターンＳＣ３では入力水平期間の第
３期間に選択動作を行い、図３４の走査パターンＳＣ４
では入力水平期間の第３期間に選択動作を行い、図３７
の走査パターンＳＣ５では入力水平期間の第２期間に選
択動作を行い、図３８の走査パターンＳＣ６では入力水
平期間の第１期間に選択動作を行う。
【０１１７】この動作は、図３１～図３６に示すＤＯＦ
Ｆ信号により走査ドライバ３０２の出力をマスクするこ
とにより実現できる。そして図３１～図３６に示すよう
に、入力水平期間の第１、第２、第３期間において、順
次、２ライン同時選択（走査ライン１、２）、１ライン
選択（走査ライン３）、２ライン同時選択（走査ライン
４、５）、２ライン同時選択（走査ライン６、７）、１
ライン選択（走査ライン８）を繰り返すことで、入力水
平期間の５期間で８ラインを選択することとなり、５ラ
インの表示データを８ラインに１．６倍に拡大できる。
【０１１８】つまり、４８０ラインの入力データを１．
６倍の７６８ラインに拡大が可能となり４８０ラインの
表示データを解像度ＸＧＡの液晶パネルに表示できる。
また、同様に水平方向の表示データはデータドライバ３
０２で２画素同時取り込みと１画素取り込みを順次行う
ことで、６４０画素を１．６倍の１０２４画素に拡大す
る。
【０１１９】本実施形態の走査ドライバ３０３、データ
ドライバ３０２の構成と動作は、上述した図６～図９に
示す第１の実施形態と同様であり、その説明は省略す
る。なお、本実施形態では、走査ドライバ３０３による
走査ラインの同時選択により走査方向の拡大表示を、デ
ータドライバ３０２によるデータの同時取り込みにより
水平ライン方向の拡大表示を実現する。
【０１２０】再び、本実施形態の液晶表示装置の動作を
説明する。
【０１２１】本実施形態において、液晶タイミングコン
トローラ３０４は、ＩＮｄａｔａを受け取り、２つのポ
ートを持つメモリ回路のどちらかに１フレーム分の表示
データＩＮｄａｔａを１ライン毎に書き込みを行う。一
方、表示データの読み出しは書込みとは別のポートで、
入力の水平期間を３等分した第１から第３期間それぞれ
で１ラインの表示データを、入力の３倍の速度で読み出
しを行う。
【０１２２】つまり図３７、図３８において、フレーム
１では、ポート１（３０８、３０９）で書き込みを行い
ポート２（３１０、３１１）から読み出しを行い、フレ
ーム２では、ポート２（３１０、２１１）で書き込みを
行いポート１（３０８、３０９）から読み出しを行う。
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また、液晶タイミングコントローラ３０４は、ＶＳＹＮ
Ｃ，ＨＳＹＮＣを３倍速化した液晶の同期信号ＦＬＭ、
ＣＬ１、ＣＬ３をデータドライバ３０２及び走査ドライ
バ３０３に供給する。走査ドライバ３０３－１、３０３
－２、３０３－３に走査ラインの１～２５６、２５７～
５１２、５１３～７６８を対応させ、それぞれのＦＬＭ
－１、ＦＬＭ－２、ＦＬＭ－３とＤＯＦＦ－１、ＤＯＦ
Ｆ－２、ＤＯＦＦ－３を図３１～図３６のように制御す
ることで各走査ラインを各サブフィールドでＳＣ１、Ｓ
Ｃ２、ＳＣ３、ＳＣ４、ＳＣ５、ＳＣ６に制御できる。
【０１２３】さらに、奇数フィールド期間のＳＣ１の奇
数ラインデータの走査ラインではフレームメモリから読
み出した表示データを予め定めた変換方法によりデータ
変換処理を行い、ＯＵＴｄａｔａとしてデータドライバ
３０２に供給し、偶数フィールド期間のＳＣ６の偶数ラ
インデータの偶数ラインデータの走査ラインではフレー
ムメモリから読み出した表示データを予め定めた変換方
法によりデータ変換処理を行い、ＯＵＴｄａｔａとして
データドライバ３０２に供給する。また、ＳＣ２、ＳＣ
３、ＳＣ４、ＳＣ５の走査ラインではフレームメモリか
ら読み出した表示データをそのまま、データドライバ３
０２に供給する。
【０１２４】本実施形態の駆動方法によれば、ＴＦＴ液
晶パネル３０１の走査線にはＣＬ３に従って先頭ライン
（ライン１）から順次ゲート書き込みパルスが印加され
る。一方、信号線にはＣＬ１に従い、ＯＵＴｄａｔａに
応じた階調電圧が供給され、ゲートパルスが印加された
走査線上の表示画素に表示を行う。従って、ライン１、
ライン２上の画素Ａ、画素Ｂにおいては、奇数フィール
ドのサブフィールド１では、走査ライン１、２にゲート
書き込みパルスが供給された時に信号線にはその時の予
め定めた変換方法によりデータ変換処理を行った表示デ
ータ値ＤＬ１Ｆ１に応じた信号電圧が供給され、次のゲ
ート書き込みパルスが供給されるまで、この信号電圧に
応じたドレイン電圧を保持し表示を行う。
【０１２５】次のサブフィールド２では、走査ライン
１、２にゲート書き込みパルスは供給しないで保持動作
を行い、次のサブフィールド３では、走査ライン１、２
にゲート書き込みパルスが供給された時に信号線にはデ
ータ変換処理を行っていないその時の表示データ値ＤＬ
１Ｆ１に応じた信号電圧が供給され、次のゲート書き込
みパルスが供給されるまで、この信号電圧に応じたドレ
イン電圧を保持し表示を行う。この時、液晶は奇数フィ
ールドのサブフィールド１で前偶数フィールドの表示輝
度レベルからＬ１Ｆ１輝度（フィールド１の到達輝度）
レベルに応答し、サブフィールド３ではＬ１Ｆ１輝度レ
ベルを保持しする応答になる。次の偶数フィールドでは
サブフィールド２ではＬ１Ｆ１輝度レベルを保持する応
答になる。
【０１２６】ここで液晶タイミングコントローラ３０６
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に内蔵する表示データ変換回路３３０は、上述した第１
の実施形態のものと同様であり、本実施形態ではその説
明を省略する。データ変換回路３３０では前フレームか
ら現フレームへの遷移を考慮した、応答が高速化するよ
う変換テーブルに設定するものとする。尚、この変換テ
ーブル１３２の設定値は、液晶パネル３０１の応答性
能、駆動温度条件、駆動速度（１サブフィールド時間）
などのパラメータにあわせて設定する必要がある。
【０１２７】以上、説明したように１フレーム期間の応
答波形は、図３０に示すように、奇数ラインデータを表
示するラインは、奇数フィールドのＳＣ１走査期間では
表示する表示データをデータ変換処理した表示データで
駆動し、表示する表示輝度まで応答し、ＳＣ５走査期間
ではデータ変換処理を行わないで表示する表示データで
駆動し、表示する表示輝度を保持し、偶数フィールドの
ＳＣ３走査期間ではデータ変換処理を行わないで表示す
る表示データで駆動し、表示する表示輝度を保持する応
答波形となる。
【０１２８】また、偶数ラインデータを表示するライン
は、偶数フィールドのＳＣ６走査期間では表示する表示
データをデータ変換処理した表示データで駆動し、表示
する表示輝度まで応答し、ＳＣ２走査期間ではデータ変
換処理を行わないで表示する表示データで駆動し、表示
する表示輝度を保持し、奇数フィールドのＳＣ４期間で
はデータ変換処理を行わないで表示する表示データで駆
動し、表示する表示輝度を保持する応答波形となる。本
実施形態によれば、液晶表示の輝度応答の高速化を実現
することができる。さらに、本実施形態によれば、イン
ターレース信号であるＮＴＳＣ表示信号の表示データを
解像度ＸＧＡ（１０２４×７６８ドット）の液晶パネル
への拡大表示を同時に実現する。
【０１２９】また、上述した各実施形態として、液晶タ
イミングコントローラ、フレームメモリまたはラインメ
モリ、信号ドライバ、走査ドライバ、及び液晶パネルを
一体化した液晶表示装置として説明したが、これに限ら
ず、これらを組み合わせた形態でも何ら問題は無く、同
様の効果を得ることが可能である。例えば、液晶タイミ
ングコントローラとフレームメモリを合わせ一つの制御
回路とし、信号ドライバ、走査ドライバ、液晶パネルと
を一つの液晶モジュールとした２回路構成でも良い。ま
た、液晶タイミングコントローラ、フレームメモリを信
号ドライバ（または走査ドライバ）に内蔵した液晶表示
装置の形態でも良い。
【０１３０】
【発明の効果】本発明によれば、液晶の応答速度を１フ
レーム周期以下とすることが可能な液晶駆動方法と、こ
の方法を用いた低コストで製造可能な高画質の液晶表示
装置とを提供することができる。さらに、本発明によれ
ば、１フレームを２分割または３分割したフィールド駆
動を行い、予め定めた変換方法によりデータ変換処理を

28
行い補正表示データに変換し、この表示データにより第
１のフィールドを駆動し、第２のフィールドでは、デー
タ変換を行わない表示データにより駆動することができ
る。この駆動方法により、第１のフィールドでは変換し
た表示データに応じた輝度（目標到達輝度）まで応答変
化し、第２のフィールドではその目標到達輝度を保持す
る応答が可能となり、液晶の輝度応答を高速化でき、動
画を高画質に表示可能となる。
【０１３１】さらに、本発明によれば、走査ドライバで
複数走査ラインを同時に選択する構成とすることで、入
力する表示データの解像度を液晶パネルの解像度に対応
してラインを拡大して表示することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による液晶表示応答波形を示す説明図。
【図２】ＴＦＴ液晶における動画ボケを説明するための
説明図。
【図３】第１の実施形態における液晶表示装置の構成の
一例を示すブロック図。
【図４】第１の実施形態における走査ラインのタイミン
グ図。
【図５】第１の実施形態における走査ラインのタイミン
グ図。
【図６】本発明の走査ドライバの構成例を示すブロック
図。
【図７】本発明のシフトレジスタの構成例を示すブロッ
ク図。
【図８】本発明のデータドライバの構成例を示すブロッ
ク図。
【図９】本発明のシフトレジスタの構成例を示すブロッ
ク図。
【図１０】本発明のラッチ選択信号のタイミング図。
【図１１】第１の実施形態における液晶タイミングコン
トローラのタイミング図。
【図１２】液晶の輝度応答を示す説明図。
【図１３】本発明のデータ変換回路の構成例を示すブロ
ック図。
【図１４】第１の実施形態における液晶の輝度応答を示
す説明図。
【図１５】第２の実施形態における液晶の輝度応答を示
す説明図。
【図１６】第２の実施形態における液晶表示装置の構成
の一例を示すブロック図。
【図１７】第２の実施形態における走査ラインのタイミ
ング図。
【図１８】スキャンパターンＳＣ１における走査ライン
のタイミング図。
【図１９】スキャンパターンＳＣ２における走査ライン
のタイミング図。
【図２０】第２の実施形態における液晶タイミングコン
トローラのタイミング図。
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【図２１】第３の実施形態における液晶の輝度応答を示
す説明図。
【図２２】第３の実施形態における液晶表示装置の構成
の一例を示すブロック図。
【図２３】第３の実施形態における走査ラインのタイミ
ング図。
【図２４】スキャンパターンＳＣ１における走査ライン
のタイミング図。
【図２５】スキャンパターンＳＣ２における走査ライン
のタイミング図。
【図２６】スキャンパターンＳＣ３における走査ライン
のタイミング図。
【図２７】第３の実施形態における液晶タイミングコン
トローラのタイミング図。
【図２８】第３の実施形態における液晶タイミングコン
トローラのタイミング図。
【図２９】第４の実施形態における走査ラインのタイミ
ング図。
【図３０】第４の実施形態における液晶の輝度応答を示
す説明図。
【図３１】スキャンパターンＳＣ１における走査ライン
のタイミング図。
【図３２】スキャンパターンＳＣ２における走査ライン
のタイミング図。
【図３３】スキャンパターンＳＣ３における走査ライン*
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*のタイミング図。
【図３４】スキャンパターンＳＣ４における走査ライン
のタイミング図。
【図３５】スキャンパターンＳＣ５における走査ライン
のタイミング図。
【図３６】スキャンパターンＳＣ６における走査ライン
のタイミング図。
【図３７】第４の実施形態における液晶タイミングコン
トローラのタイミング図。
【図３８】第４の実施形態における液晶タイミングコン
トローラのタイミング図。
【符号の説明】
１００…液晶表示装置
１０１…ＴＦＴ液晶パネル
１０２…データドライバ
１０３…走査ドライバ
１０４…液晶タイミングコントローラ
１０５…メモリ回路
１２０…表示制御入力信号群
１２１…入力表示データ
１０６…液晶表示データ
１０７…信号ドライバ駆動信号群
ＣＬ３…走査ラインクロック
ＦＬＭ…フレームスタート信号。

【図１】 【図５】
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